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１．多治見市教育基本計画のこれまでの策定経過 
 
●第2次多治見市教育基本計画（平成30年度から令和4年度）が期間満了を迎えることから、新たな第
３次多治見市教育基本計画を策定。 
●第７次多治見市総合計画及び多治見市教育大綱と掲げる理念や方向性を共有し、整合性のとれた計
画とする。 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

 
 後期計画（R2~R5） 前期計画（H28~R1） 

前期計画（H28~R1） 後期計画（R2~R5） 

第７次多治見
市総合計画 

多治見市教育
大綱 

多治見市教育
基本計画 

一部
改訂 

第２次教育基本計画（H30~R4） 
第１次教育基本計画

（H20~H29） 
第3次教育基本計画

（R5~R9） 



２．多治見市教育基本計画策定の背景 
●多治見市総合計画・多治見市大綱と本大綱の基本方針を踏まえて策定 

 

1.基本方針 

「まるごと元気！多治見」 

まちの財産である「人財」を育むことで、多治見市を元気に 

し、「共につくる。まるごと元気！多治見」の実現をめざす。 

2.施策 

（１）親育ち・子育ち支援 

（２）学校教育の充実 

（３）学校教育施設などの整備 

（４）文化財の保護、研究 
 

多治見市教育大綱 

第７次多治見市総合計画 

多治見市教育基本計画 

具体的な
施策 

基本方針
踏襲 



３．次期計画に関する基本的な方針 
●多治見市総合計画・多治見市大綱と本大綱の基本方針を踏まえて策定 

◎多治見市教育大綱の基本方針を、次期計画における教育の礎となる考え方とする。 

 

（１）教育大綱基本方針 
 「まるごと元気！多治見」 

 まちの財産である「人財」を育むことで、多治見市を元気にし、「共につくる。まるごと元気！多治見」の実現をめざす。 

 

（２）教育大綱施策 
 ①親育ち・子育ち支援 

 安心して子育てができ、子どもと共に成長する喜びを感じられるよう、子どもに関わる総合的な相談支援体制をはじめ、子育 

 て・親育ちを支える環境を充実させる。また、家庭・地域・学校など多様な人間関係の中で、豊かな心を育み、自立する力を 

 身に付けることができるよう、子育ち環境を充実させる。 

 ②学校教育の充実 

 子どもが学力・体力・社会性を身に付け、多治見に愛着を持ち、将来活躍できる「人財」となるよう、特色ある教育を充実さ 

 せる。 

 ③学校教育施設などの整備 

 健やかな学びを支えるため、教育施設や設備を充実させる。 

 ④文化財の保護、研究 

 文化財の保護・活用を通し、郷土の歴史や文化の理解を促し、郷土愛を育む取り組みを進める。 

          

 



 
４．次期計画における「めざす子ども像」及び施策（案） 
 
 ◎自他を尊重し、仲間と共に主体的に学び続ける多治見の子をめざす 

 家庭  地域 

自己有用感 

自己実現 

未来を切り拓く力を育む 
ア 主体的・対話的で深い学びの実現 
イ キャリア教育の充実 
ウ グローバル人財の育成 
ェ ICTの利活用の促進 
オ 子どもの主体性を高める教員育成研修の充実 

健やかな体と豊かな心を育む 
    ア いじめ・不登校の未然防止と対応 
    イ 人権教育・食育の推進 
    ウ 道徳や心の教育の充実 
    ェ 読書週間の定着 
 

 
家庭・学校・地域の連携  

  ア 親育ち・子育ち支援事業の充実 
  イ 青少年健全育成事業の推進 
  ウ 郷土愛を醸成する心の育成 
  ェ 学校運営協議会の活性化 
  

学びを支える教育環境の充実 
ア 教職員の働き方改革 
イ 計画的な教育施設の充実 
ウ ICT整備の推進 
ェ 安全な教育環境の維持 
オ 一貫教育の推進 

 学校 

 
個々に寄り添う教育の推進 

 ア 放課後児童クラブの充実 
 イ 要保護・準要保護家庭等の就学支援 
 ウ 個々の教育的ニーズへの対応 
 

施策1 

施策4 施策5 

施策3 

施策2 

 
 

挑戦 

 自立力  共生力 

自己肯定感 自己肯定感 



５．審議事項 
 

 
本日の審議事項 
 
①各委員のお立場やこれまでの経験、日頃からの教育との関わり、子どもたちや社会との 

関りなどを踏まえて、未来を生きる子どもたちのためにどんな力を育むことが必要か、ご 

意見をいただきたい。 

 

②「めざす子ども像」及び施策（案）に関してのご意見をいただきたい。  
  

 

③子どもを支えている「家庭」「学校」「地域」にどのようなことを担ってほしいか。 


